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初代理事長　鈴木文蔵
病院設立の主旨

このパンフレットに目を通してくださった医学生の皆さん。
数多くある病院の中で、当院に興味を持って下さりありがとうございます。
当院は、みなさんの医者人生のうちで最も大事な2年間を充実したものにさせることをお約束します。
是非、当院で多くの職種のみんなとコミュニケーションをとって、
充実した研修医生活を送りましょう。やる気に満ちた皆さんと一緒に働けるのを楽しみにしています。
まずは、当院の見学にいらしてください！お待ちしております！！
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病院長　鈴木 紳祐

藤沢湘南台病院のスタートとほぼ同時に、老人保健法による各方面の要望に応え、神奈川県藤沢市では第1号となる老人
保健施設「藤沢ケアセンター」および在宅介護支援センターを開設しました。さらに、これまでの医療施設に加え、平成8年
に「藤沢訪問看護ステーション」、平成11年に「居宅介護支援センター」を開設。地域の医療・保健・福祉サービス機関と連
携をとりつつ、きめ細かな医療に取り組んでいます。また、「病気の予防、早期発見」を目指した「ライフメディカル健診プラ
ザ」を併設し、地域住民の皆さまのための健康づくりへの挑戦を行っています。

このように、一般財団法人同友会は、「藤沢湘南台病院」を中心に、「ライフメディカル健診プラザ」、「居宅介護支援センタ
ー」「藤沢訪問看護ステーション」「長後地域包括支援センター」から構成され、みなさまの健康をトータルにサポートしてい
きます。

神奈川県藤沢市北部に位置しており、藤沢市だけでなく横浜市、
大和市、綾瀬市茅ヶ崎市それぞれの一部を包括して医療・福祉・
健康管理を担っております。
少子高齢化が進む中、地域の課題は山積しております。
わたくしたちは、地域の方が安心して暮らせるための地域包括ケア
システムの推進に対する役割をしっかり担えるよう、断らない救急
医療、在宅医療の支援体制構築、藤沢の北部を守る災害時医療
などで社会に貢献してゆくことに力を注ぎます。
また、先進医療分野ではAI技術を活用した内視鏡画像診断研究
を東京大学と連携して行っております。令和元年5月には手術支援
ロボットを導入し泌尿器科、外科を中心に低侵襲で正確性の高い
手術を目指しております。
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志を高く持つ臨床研修医に教育指導することは”医師”という仕事がより社会に認知されるだけで
なく社会の貢献にもつながるのである。
教育は、受ける医師もそれを行う側も大変なことである。ましては一日にして教育は成りえない。我々
は屋根瓦方式・少人数プログラムで質の高い医師を育てることを目標にしている。
これに日本中の志の高い研修医が参加してくれることを強く望む。

総院長　熊切 寛



AELIC
大腸肛門病AELICセンターAnal 肛門疾患の診断治療、手術

Endoscopic 内視鏡検査・処置

Laparoscopic surgery 腹腔鏡下手術

IBD(Inflammatory Bowel Disease)潰瘍性大腸炎、クローン病など炎症性腸疾患

Chemotherapy 大腸がん抗がん剤治療

椅子、車を多用する生活様式の中や食生活の変化の影響で大腸肛門病は今や現代病の
一つとなっています。増え続ける大腸がんを予防していく一方、５人に４人が悩まされている
痔疾患を確実に、より自然に近い形で治療していきたい、また潰瘍性大腸炎やクローン病
という炎症性腸疾患（IBD）を内科的、外科的治療を行いより良い生活を送ってほしい、そ
んな思いで大腸肛門病の専門センター、AELIC（エイリック）センターを開設しています。

1.Anal
痔核、痔瘻、裂肛などに対して外来診療から日帰り手術、根本手術、括約筋温存などなど、患者さまの一
生に渡って不都合が起きることがなく根治できるよう診療、診察を行っています。
直腸脱に関しては、三輪ガントティールッシュ法（絞り込み）、アルテマイヤー法（経直腸的切除術）、腹腔
鏡下直腸固定手術など様 な々方法を用いて治療を積極的に行っています。
最近は、アルテマイヤー法が増えておりますが、年齢、高齢者、認知症により他院で断られた患者さま
でも最後の砦として治療を積極的に行っています。いずれにしても肛門疾患、直腸脱などに対して、白
血病、HIV、肝硬変など色 な々病態をお持ちの方でも安心してご相談ください。
また、最近は排便機能障害に対して専門的に取り扱うようにしており、便失禁などでお悩みの方のご
相談にのっております。仙骨神経刺激療法（SNM）も積極的に行っていく予定です。
※仙骨神経刺激療法（SNM）
排便に関する神経に持続的に電気刺激を与え、便失禁の症状改善を図る方法です。2014年4月から
日本でも保険診療下で行うことができるようになりました。

2.Endoscopic
大腸内視鏡検査、内視鏡的処置（EMR、ESD）などを行っております。当院での内視鏡は、痛くなくそして何度でも受けたくなる様な形で
す。

3.Laparoscopic surgery
内視鏡的治療で不十分であった場合や、早期・進行大腸癌に対して腹腔鏡下大腸切除を行っております。また、下部直腸がんに対して
は、なるべく人工肛門にならない様、ISR（内括約筋切除術）も行っており、患者さまの希望に考慮した治療指針を決定しております。内視
鏡外科学会技術認定の資格も有しており、安全に施行されております。

4.IBD
CAP療法や、免疫抑制剤などの内科的治療から、外科的手術、またクローン病の肛門病変についても、すべてに積極的に対応しており
ます。潰瘍性大腸炎に対しては、大腸全摘、回腸肛門吻合を積極的に行っております。

5.Chemotherapy
進行再発大腸癌に対して、術前・術後化学療法を積極的に行っております。外来化学療法室を完備しており、認定看護師を配置し、患
者さまには安心、安全、快適に施行して頂けるように対応しております。 SPORTS

健康スポーツセンター

健康スポーツ部は、1995年に創設した科で、一般スポーツ愛好者からトップアスリートまで、スポーツに関わる幅
広い診療を行っています。

1. スポーツ障害・外傷の診断と治療
2. フィットネスクラブを軸とした健康スポーツ事業
3 .スポーツ現場での活動

1.スポーツ整形外科
膝、肩、肘、足関節の関節鏡手術を中心に、年間を通して多くの手術、リハビリ治療を行っています。
手術は、膝関節では前十字靭帯損傷、半月損傷、膝蓋骨脱臼、肩関節では肩関節脱臼、腱板損傷、肘では離断性骨軟骨炎、関節ね

ずみ、足関節で脱臼骨折、衝突性外骨腫、関節ねずみなどが症例の多い手術です。特に前十字靭帯再建術では、全国
でも有数の症例数となっています。
スポーツ整形では、練習・試合スケジュールに合わせた復帰スケジュールやコンディショニングが必
要となり、手術・リハビリテーション・アスレティック・リハまで含めた包括したコントロールが不可欠で
す。
症例によって異なる環境と条件にあった治療を行うために、我 の々目指すスポーツ整形は、単純に早
期競技復帰を目指すのではなく、「価値ある競技復帰」に重点をおいています。

2.健康スポーツ事業
ライフメディカルフィットネスを中心に、地域の健康づくりからトップアスリートのトレーニングまで、多岐
に渡る健康づくりのサポートを行っています。様 な々ニーズに答えるために、従来の保険診療の制約に
とらわれない形で診療を行っています。「病気にならない体づくり」、「運動による疾患の克服」、「アスリ
ートの競技力向上」を3つの基本コンセプトとしています。

3.スポーツ現場での活動
ラグビー、サッカー、スケート競技、体操、バレーボールなど数多くの遠征や試合への派遣・帯同を行ってい
ます。
現場でのケガへの対処、スポーツ障害予防への啓蒙活動、競技力向上へのサポートなどスポーツ整形外
科としては、深い知識を要求される応用分野です。
常に3－5人のスタッフと共に、スポーツ障害・外傷へのご相談に応じています。

スポーツ整形外科部長　福田 潤医師　ホームページ



ROBOT
ロボット手術センター

保険収載されたと同時にロボット支援下手術を開始しております。
2022年10月現在ロボット手術執刀資格を有する6名(泌尿器科3名・消化器外科3名)、ロボット
手術指導資格を有する2名で、「患者様が安全に、そして身体に負担の少ない治療を受けられる」
ことを目指して、日々手術をアップデートしております。

泌尿器科
高齢化社会が進む現在の日本では、死因の第一位は悪性新生物(いわゆる癌)です。現在、前立腺癌は日
本人男性の癌の中で罹患数は第４位ですが、今後も増え続け、いずれは第一位になるとも言われておりま
す。
早期の前立腺癌は自覚症状がありません。多くは健康診断などで行われるPSA検査を契機に診断されます。
癌や炎症により前立腺組織が壊れるとPSAが血液中に漏れ出し、増加します。血液検査でPSA値を測定する
ことで、前立腺癌の可能性を推定します。
 前立腺針生検
年齢、PSA値、直腸診、MRI検査などから総合的に判断し、前立腺癌が疑われる場合、前立腺針生検を行いま
す。前立腺癌の診断となった場合、CT　骨シンチなどを施行し転移の有無を判断します。
手術療法は主に転移のない限局性前立腺癌に適応となります。
手術の方法として、当院ではロボット支援下前立腺全摘除術手術を施行しています。
ロボット支援下前立腺全摘除術
腹部に小さな穴を数カ所開け、炭酸ガスで腹部を膨らませます。腹腔鏡手術では人間がカメラ、器具を持って手術
行いますが、ロボット手術ではそれらを手術用ロボット（ダビンチ）が持ち、その手術用ロボットを人間が遠隔操作することで手術を行い
ます。ロボットがカメラなどを持つことで、微細な手の震えが制御され、拡大画面を見ながらより精密な手術ができます。開腹手術と同
等の癌の根治性が期待でき、創が小さく、腹腔鏡手術と比較しても術後の回復が早いと言われております。

当院でロボット支援下前立腺全摘除術を導入したのが、2019年 8月になります。導入前と比べて、出血量の減少、入院期間の短縮（最
近では術後8～9日で退院）が得られており低侵襲の治療が可能となっています。　手術件数として　2022年度　26件　2023年度

　22件となっております。　

前立腺癌は早期に治療すれば完治できる病気です。当院ではロボット手術を導入しており、最先
端の治療が提供できます。PSA検査で異常値を認めた場合、気軽に当院まで御連絡頂ければ幸
いです。

外科
大腸癌は消化管の最後に位置する大腸にできる癌のことをいい、前半の結腸、後半の直腸に分か
れております。直腸は肛門により近い部分の大腸であり、解剖学的にも骨盤の深部に位置しており
ます。直腸周囲には排尿機能、性機能をつかさどる下腹神経、骨盤神経叢が存在し、手術に際して
は可能な限り神経の温存が求められます。そのため直腸癌の手術は剥離操作が難しく、難易度が
高いといわれております。
直腸癌手術は開腹手術が標準治療となっていますが、鏡視下手術の台頭により拡大し効果や操作
性が認められ、年 増々加傾向にあります。さらにロボットという新しい技術が増えたことで、より安定し
た手技が行えるようになりました。

ロボット手術とはロボットが勝手に動いて手術するわけ
ではありません。患者側にはペイシェントカートといわれ
るロボットアームを配置し、外科医はコンソールという操
作盤でアームを操作して手術を行います。
その特徴として従来の腹腔鏡では鉗子の方向が一方向のみでありましたが、ロボットでは多関節により
360度鉗子が自由に動くため操作性が向上しております。そして腹腔鏡では術者と鉗子の動きが1：1対
応になっていますが、ロボットではモーションスケールにより術者の動きが何分の1にも調整でき、また手
振れ防止機能も備わっているため、より緻密な動きが可能となっております。以上の点から従来大変
であった骨盤深部での剥離操作がより安定し、術後の臓器障害を抑え、また肛門温存の可能性が

高まると考えられております。　本邦では2012年に前立腺手術において保険収載され、2017年に
食道がん、胃癌、直腸癌など消化器癌も適応になりました。
2022年4月には結腸癌も適応になり、今後も徐 に々適応症例が
広まっていくと思われます。

現在当院で用いているロ

ボット支援下機器は
daVinci（ダビンチ）という

ものを使用しております
が、hinotori（ヒノトリ）など新規機器の参入もあり、今

後は多くの種類のロボット支援下機器が出現してくると思われます。

当院では2019年5月にダビンチを導入し、現在までに160例ほど手術を行ってきました。手
術を担うのは学会認定された技術認定医であり、経験豊富なロボットプロクター（指導医）
の資格も取得しておりますので、安心してお任せください。

実際私個人がロボット手術を50例ほど行ってきました
が、3D画質や操作性から従来の腹腔鏡手術よりも手
術の難易度はすごく楽になったと実感しております。

五代 天偉 外科
ロボット手術センター　副センター長
ロボット支援手術　　　認定プロクター

大内 秀紀 泌尿器科
ロボット手術センター　センター長
daVinci certificate

鈴木 紳祐 外科
ロボット手術センター　
ロボット支援手術　　　認定プロクター



日本消化器病学会認定施設、日本消化器内視鏡学会認定指導施設として上下部内視鏡、ERCP（検査
及び処置）、腹部血管造影、肝がん局所治療、食道静脈瘤治療、IBD、肝炎の診断治療を行っておりま
す。ダブルバルーン内視鏡、カプセル内視鏡、バーチャルコロノスコピーなどを導入しております。
研修期間に消化器病疾患の診療に不可欠な病態把握能力を養い、診断・治療技術を習得します。ま
た、緊急を要する急性腹症や吐血・下血疾患、消化器悪性疾患などを含め、消化器・肝・胆・膵の急性
期疾患から慢性期疾患まで幅広い疾患を経験できます。

消化器内科

病気ではなく、病人を診ることを第一と考え日々 診療を行っております。当科は様 な々訴えや症状で来院される方が多く、適切に診断を
つけるため、一人一人にできるだけ時間をかけて診療にあたるようにしています。専門性が高いと判断すれば各専門科とともに治療を
行っております。特に消化器内科とは密に連携し、特徴的なものとしては、肝膿瘍に対する動注療法や早期胃がんに対するESD治療、
巨大な総胆管結石に対するEPLBDを行い、いずれも良好な成績が得られています。
研修期間は不明熱を中心に感染症・自己免疫疾患・悪性腫瘍・内分泌疾患血液疾患等多岐にわたり診断・治療を行っていますがま
ずは患者さんの生活背景を把握することから始めます。問診・診察検査結果から指導医とともに病態生理に基づき診断治療にあたり
ます。医師として必要な力を養うために、医学的知識の総整理として以下の検査・手技を経験してもらいます。
●上部内視鏡検査 ●下部内視鏡検査 ●ERCP ●PTGBD/PTCD ●腹部血管造影検査 ●腹部超音波検査 ●脊髄穿刺
●髄液検査 ●関節穿刺 ●胸水・腹水穿刺 ●CV挿入

総合診療科

日本循環器学会指定、循環器研修関連施設として心カテ、PCIによる治療（橈骨動脈アプローチ）、
ペースメーカー植え込み、下大動脈フィルター挿入、IABPなどを行っております。研修期間に心エコ
ー、トレッドミル、ホルター心電図等各種検査を経験し循環器疾患診断のプロセスを理解し循環器
疾患治療薬の使用方法尾を習得します。また、指導医のもとで実際にスワンガンツカテーテル挿入
なども経験します。急性期の治療だけでなく、予防からリハビリまで患者中心の診療をしています。

循環器内科

痔核や鼠径ヘルニア、自然気胸などの一般的疾患から胃がん、大腸がん、肺がんなどの専門的疾患まで多種多様です。また、ターミナ
ルケアを必要とする患者さんも多く入院しています。1年間の手術症例数は1,000件を超えています。急性虫垂炎や急性胆嚢炎、絞扼
性イレウスなどの外科的緊急疾患も多く手術総数の約２０％が緊急手術です。1年目は外科的思考をみにつけ周術期管理と外科的処
置の研修を集中的に行います。
2年目に選択すると、実際に術者となって手術や術後管理を行い、主治医としての研修が可能です。また、学会に参加したり症例発表
も経験してもらいます。 毎日忙しいですが、厳しくても楽しい雰囲気の中で実りある研修を心がけています。

外科

日本麻酔科学会麻酔科認定病院として2022年年度は4,920件、麻酔科指導医が8名、麻酔科専門医が7名と、指導体制が充実してい
ます。
ICUで重症患者管理を学ぶことができます。研修期間中に気管挿管、脊髄くも膜下麻酔、観血的動脈圧ライン、中心静脈カテーテル
等の手技を学ぶことができます。1件の症例に何人もの研修医がつくことはなく、習熟効果は高いです。
藤沢湘南台病院で、たのしい麻酔科研修をおくりましょう。

麻酔科

日本救急学会専門医施設に認定されています。主として藤沢市北部および隣接している横浜市西部、大
和市、綾瀬市からの患者さまを受け入れております。3名の専任医師が他科と連携しながら地域を支えて
います。
ER方式を取り入れ、一次、二次救急を基本に診療しており、脳卒中・呼吸器・循環器・消化器・感染症疾患
さらには敗血症等の重症患者の入院診療も行っています。専門性を求められる疾患に関しては各科ととも
に診療にあたります。また、関連医療機関とも密接に連携を行っています。救急部の役割は大きくなります。
充実した診療をめざします。三次救急やより高度な集中治療学を研鑽したいときには、短期留学制度等、初
期研修医2年次で横浜医療センター救命救急センターでの研修もできます。

救急科

部位別の班編成でないため、脊椎・人工関節・骨折部位に日頃から幅広く携わることができます、そのため外
来で診察した患者さまを指導医のもと手術～退院まで自分の目で診ることができ「疾患」としてではなく、一人
の患者さまと向き合うことができます。スポーツ整形の手術も年間通じて症例が充実していて、手術にも1週間
に1日以上入るスケジュールが組まれているため自分から勉強する姿勢さえあれば申し分ない研修を送ることが
できます。

整形外科

健康スポーツ部は、1995年に創設した科で、一般スポーツ愛好者からトップアスリートまで、スポーツに関わる幅広い診療を行っていま
す。ここでは、以下の3つを柱としています。
1.スポーツ障害・外傷の診断と治療　2.フィットネスクラブを軸とした健康スポーツ事業　3.スポーツ現場での活動
オリンピックへの帯同、ラグビー、サッカー、スケート競技、バレーボール、体操など数多くの遠征や試合への派遣・帯同を行っています。
現場でのケガへの対応、スポーツ障害予防への啓蒙活動、競技力向上へのサポートなど、スポーツ整形外科としては深い知識を要求
される応用分野です。

スポーツ整形外科



札幌医科大学/旭川医科大学/北海道大学/秋田大学/山形大学/福島県立医科大学/獨協医科
大学/群馬大学/東京医科大学/東京医科歯科大学/東邦大学/帝京大学/日本大学/日本医科大
学/昭和大学/北里大学/聖マリアンナ医科大学/横浜市立大学/東海大学/埼玉医科大学/浜松
医科大学/山梨大学/信州大学/三重大学/大阪市立大学/大阪医科大学/新潟大学/金沢大学/
金沢医科大学/富山大学/福井大学/広島大学/山口大学/鳥取大学/香川大学/徳島大学/高知
大学/愛媛大学/産業医科大学/九州大学/久留米大学/佐賀大学/長崎大学/熊本大学/宮崎大
学/鹿児島大学/琉球大学/国立センメルワイス大学/中国医薬大学

研修医の出身大学 北海道

福島

群馬 栃木

埼玉

石川
福井

富山

東京

神奈川

秋田

山形

静岡三重

大阪

鳥取島根

徳島
高知

愛媛
香川

広島山口福岡佐賀

長崎

宮崎
熊本

鹿児島沖縄海外
※ 2001年から2025年までの研修医の出身大学を所在都道府県別にまとめたものです

研修終了後の進路

がん研有明病院/北里大学病院/九州大学/慶應義塾大学病院/国際医療福祉大学熱海病院/国際成育医療研究センター/産業医科大学病院/順天堂大学医学部附
属順天堂医院/新東京病院/聖マリアンナ医科大学病院/聖隷横浜病院/帝京大学医学部附属病院/東京医科大学病院/東京慈恵会医科大学附属病院/東京女子医
科大学東医療センター/南風病院/新潟大学/日本医科大学付属病院/藤沢市民病院/横須賀共済病院/横浜医療センター/横浜市立大学附属市民総合医療センター/
横浜市立大学医学部附属病院/藤沢湘南台病院等
専攻医プログラム：藤沢湘南台病院 総合診療研修プログラムのほか基幹病院との連携プログラム多数あり
（北里大学病院/国際医療福祉大学熱海病院/藤沢市民病院/横浜医療センター/横浜市立大学附属市民総合医療センター）

横浜市立大学
附属病院

横浜市立大学
市民総合医療センター病院

独立行政法人国立病院機構
横浜医療センター

藤沢市民病院 藤沢病院

PROGRAM
研修プログラム

定員
7名 +横浜市立大学のプログラムから

たすき掛け研修医1年次3名、2年次3名受け入れ

2年次
24週
選択科

4週
産婦
人科

4週
小児科

4週
外科

4週
精神科

4週
地域
医療

8週
選択科

1年次
24週
内科

12週
救急科

8週
選択科

8週
麻酔科
HCUを含む

協力病院

研修医の配置分担

2年次

1年次 内科・救急科・外科・麻酔科指導者それぞれ1名に対して1名の研修医がつき、プログラム
に基づく指導分野の履修を行います

地域医療は、協力施設の研修実施責任者と相談しながら有効適切な時期に研修を行います
選択科は、研修医の希望により選択科目より1科目4週以上の単位で選択し合計40週の
研修を行います

研修の記録および評価方法
研修医による自己評価、指導医による研修医の評価は大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）
が運営するオンライン研修卒後臨床研修システム（PG-EPOC)を使用します

大学病院医療情報
ネットワーク

研修期間中はタブレット端末を貸与いたします（Microsoft Surfce等）
院内Wifi環境整備済み

※一例です
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大和病院

選択科は、原則40週選択です
内科24週の間に新患外来を週1回を目安に実施します
救急部門は12週とします。平均3～5回/月の当直を行います
必修科目の外科、小児科、産婦人科および精神科を4週および麻酔科（ICU含む）を８週とします

地域医療施設 呉クリニック・高畑耳鼻咽喉科医院・野村クリニック
ココロまち診療所・はせがわ内科クリニック

選択科
藤沢湘南台病院・藤沢市民病院（小児科・産婦人科・呼吸器内科）・大和病院（精神科）
横浜医療センター（救急科・小児科・産婦人科・腎臓内科・脳神経内科・
膠原病リウマチ内科・呼吸器内科）
藤沢市保健所（保健医療）

プログラム 4週でローテートします。　研修医1人ことにローテート順は異なります



　私は横浜市大センター病院の研修プログラムのたすきがけで研修医 1 年目を当
院に配属となりました。元々 学生の頃に当院の見学に伺っており整形外科志望で
あった私はとても魅力的に思っていた病院の一つであったので、当院に配属される
ことをとても嬉しく思っておりました。また、当院の研修プログラムの特色として手技
を多くできるという点もあり、この一年は多くの経験を積めることも楽しみの一つでし
た。 
医師として初めての 1 年ということもあり電子カルテの使い方や手技などでわからな
い事が多すぎて、初めの 1、２ヶ月は毎日頭がパンクしていた思い出があります。そ
んなきつい毎日でしたが、上級医の先生方やコメディカルの方々 が優しく教えてい
ただき少しずつ仕事を覚えていく事ができました。 
当院の最大の魅力は研修医と上級医やその他のコメディカルの方達との距離が近
い事だと思います。このようなアットホームな雰囲気が自分には合っていたと思いま
すし、このような環境で医師人生の 1 年目を過ごす事ができたのは本当にかけがえ
のない財産であると思います。わからない事だらけでご迷惑をおかけしたことも多々
あったと思いますが、当院で学んだ多くの経験を生かしてこれからも頑張っていき
たいと思います。１年間ありがとうございました。

S.U先生
久留米大学

Y.Y先生
群馬大学

VOICE

　私は藤沢湘南台病院で2年間の初期研修を送る中で多くを学ぶことが出来ま
した。当院のプログラムでは、実際の臨床現場に自分が参加していると強く感じ
られる場面が数多くありました。問診や身体診察、行う検査の検討、検査結果
の評価はもちろん、直接病状説明を行うことも多いため臨床現場でしか得られな
い経験を積むことができました。上級医や研修医の先輩方との垣根が低く、分
からないことがあれば相談しやすい環境であり日々 できることがひとつずつ増えて
いく感覚がことでも楽しかったです。入職して間もない4月の頃は、無事2年後
に初期研修を終えることができるのか不安もありましたが当院の暖かいスタッフ方
の助けもありやり遂げることが出来ました。当院の初期研修プログラムで学んだこ
とを活かしつつ、これからも精進していきたいと思います。2年間ありがとうござ
いました。

 　藤沢湘南台病院での初期臨床研修を終えてみて思ったことは、超参
加型の臨床研修だったなということでした。そこには辛いことも多くありま
したが、身についた知識や手技がとても多く、終わってみれば大変有意
義な期間だったなと振り返ることができました。
上級医の先生方も大変優しい先生が多く、わからないことはすぐに質問
できたり、フィードバックがすぐにもらえるため、初めての手技や手術に
変に臆することなく望むことができ、そういった環境が良質な研修をでき
た一助になったと感じました。
同期や後輩にも恵まれ、大変な研修も楽しくやり切ることができました。
僕の場合は、仕事のことだけでなく、プライベートでも相談にのってもら
うことが多く、メンタルヘルスを保つうえで大変ありがたい存在でした。
これも少人数研修の強みかと思いました。
今後の医師人生でも、藤沢湘南台病院で得た知見、スキルを十分に
活かして、邁進していきたいと存じます。本当にありがとうございました。

　入職後、最初のローテーションが救急科であり、右も左もわからない中
で 1年上の研修医の先生や上級医の先生に様 な々ご指導をいただきなが
らなんとか救急対応をこなせるようになりました。その後も当直や蘇生対応、
難しい症例など初めてで慣れないことが多くありましたが上級医の先生や
医療スタッフ、他の研修医に相談し、解決していきました。振り返ると藤沢
湘南台病院は周囲との距離が近く、相談しやすい良い環境であったと私は
思います。
外科のローテーションでは手術の執刀をさせていただいたり、周術期の管
理を教えていただいたりと外科志望である私にとってとても重要なことを身
につけることができました。
私の初期臨床研修を振り返ると、今後医師として必要なことを学びながら
様 な々人達と関わることができ、とても充実した日々 を過ごすことができたと
思います。
最後になりますが、初期臨床研修を修了するにあたって医師として様 な々こ
とをご教授してくださった上級医の先生方、いつも支えてくださった医療ス
タッフの皆様、本当にありがとうございました。
藤沢湘南台病院で身につけた技術や知識、出会った人達とのご縁を大切
にしながらこれからも医師として、日々 を過ごしていきたいと思っております。
　

and More
総合診療 専門研修プログラム

定員・期間
定員 : 原則として1学年２名
期間 : ３年間

少子高齢化が進み医療の効率化が求められている中、多くの併存疾患を抱える患者さまや、様 な々家族・社会
背景の患者さまに対して全人的な診療を行うために、行政、家庭医、訪問看護、介護施設などとの連携をしながら
総合的な視点から患者さま・ご家族さまとより深く関わり、患者支援をマネジメントできる医師を育成するプログラムです。

　本プログラムは藤沢湘南台病院を専門研修基幹研修施設として、連携施設での学外研修（専門研修連携施設研修）
とを組み合わせた3年間のプログラムです。
当院は高度な専門医療や救急患者さまに対応する急性期一般病棟をはじめ、回復期リハビリテーション病棟、医療療養病
棟、緩和ケア病棟と様 な々機能を有しており地域のニーズを基板として急性期から慢性期の状態まで、高い医療水準をも
って、ひとつの病院で対応することができます。
さらに連携施設と協力して包括的かつ多様な医療サービス（在宅医療、緩和ケア、高齢者ケアなど）を柔軟に提供し、地域
における予防医療・健康増進活動などを通して地域全体の健康向上に貢献できる医師を養成する事が特徴です。

ブログラムを展開する場・医療施設の地域背景・特長

研修期間を通じて行われる勉強会、カンファレンス等の教育機会
日常の診療においては、可能な限り毎日、指導医、上級医のフィードバックを受けます。
また定期的な病棟・外来症例カンファレンスを行い、患者の病態、治療方針を共有します。
チェックリストを作成し医師として出来なければいけない基本手技、知らなければいけない知
識を確認しなから、まだ習得していない経験や知識を補い
自らの研修の進歩状況を確認します。
ポートフォリオ勉強会は適宜実施します。
専門研修プログラム管理委員会はポート
フォリオの全体の発表会を年に一度
開催します。

手術の執刀、周術期の管理など

上級医、先輩との垣根が低い環境

頭がパンク！

超参加型の実践的な研修が魅力

Y.U先生
東京医科
歯科大学

K.K先生
産業医科
大学

研修医の声



処遇・勤務条件
雇用形態 常勤職員（医師）

給与 1年次　基本手当　月額約30万円　年収約500万円（総支給額）
2年次　基本手当　月額約32万円　年収約525万円（総支給額）
※　宿直料、時間外手当あり

勤務時間 午前08:30　～　午後05:00　（時間外勤務あり）

当直 午後05:00　～　午前08:30　（平日および日祝）
午後01:00　～　午前08:30　（土曜）
午前08:30　～　午後05:00　（日祝の日直）

初期医療、救急医療における臨床能力を養うため必ず当直業務を行っていただきます
当直の指導・責任は当直医が担当します
1年次研修医は必ず当直医とともに診療にあたります
2年次研修医は自分で判断し診断治療を行いますが、判断が困難な場合や、入院手術
が必要と考えられる場合は当直医に連絡して判断を求めます

実習、見学を受け入れています。
研修医の日常を垣間見てみませんか？
病院の空気を感じ、研修医の生の声を聞いてください。

休暇 有給休暇（1年次 10日、2年次 15日）・夏季休暇・年末年始休暇

保険 健康保険・厚生年金・厚生年金基金・雇用保険・労働災害保険

健康診断 年2回

医師賠償保険 病院において加入します
個人でも必ず加入が必要です（藤沢市医師会から補助があります）

外部研修活動 学会、研究会等への参加が可能です（参加費用が支給されます）

MANSION

職員寮

徒歩圏内にワンルームまたは1Kタイプのマンションを
借り上げ社宅として契約しており、研修医寮として
提供しています。（寮費 35,000円/月）
またご自身で賃貸契約をされる場合には 20,000円
（月額）の住宅手当が支給されます。
※数に限りがございますため、入寮できない場合もあります。

病院実習・見学 歓迎します
Contact us
来院

モーニングカンファ

勉強会

手術見学

病院施設の見学

研修医との雑談

検査見学

実習終了

一日の予定の確認と研修プログラム、待遇等の説明をします。

朝8:30～時間外の入院症例を中心に研修医がプレゼンして、治
療計画について議論、指導してもらいます。実習生はプレゼンし
ている研修医の間近に座って見れます。

先輩医師による勉強会を実施します。
日程によってはリハビリテーション科等との合同カンファを実施す
る場合もあります。

病院の施設を見学していただきます。
急性期医療の最先端の現場に加え、慢性期の施設や健診施設
などもご希望に応じて見学可能です。

実習をおこなった診療科以外の研修医の話しを聞いたり実習中
に気軽に聞けなかったこともここで色 と々話せます。

コメディカル、看護師さんとも気軽にわからないことは質問しまし
ょう。病院全体の雰囲気を是非感じてください。

時間があれば、研修医中心に食事会で愉しんでいただくこともし
ばしばあります。

複数の手術室で様 な々科が同時並行で行っています。
興味のある科の手術を間近で見学することもできます。
※ ご希望に添えない場合もあります。

※ 実施内容が変更されたり、実施順が異なる場合があります。

お問い合わせ、お申し込みは
藤沢湘南台病院 臨床研修医担当まで
0466-44-1451

　入職後、最初のローテーションが救急科であり、右も左もわからない中
で 1年上の研修医の先生や上級医の先生に様 な々ご指導をいただきなが
らなんとか救急対応をこなせるようになりました。その後も当直や蘇生対応、
難しい症例など初めてで慣れないことが多くありましたが上級医の先生や
医療スタッフ、他の研修医に相談し、解決していきました。振り返ると藤沢
湘南台病院は周囲との距離が近く、相談しやすい良い環境であったと私は
思います。
外科のローテーションでは手術の執刀をさせていただいたり、周術期の管
理を教えていただいたりと外科志望である私にとってとても重要なことを身
につけることができました。
私の初期臨床研修を振り返ると、今後医師として必要なことを学びながら
様 な々人達と関わることができ、とても充実した日々 を過ごすことができたと
思います。
最後になりますが、初期臨床研修を修了するにあたって医師として様 な々こ
とをご教授してくださった上級医の先生方、いつも支えてくださった医療ス
タッフの皆様、本当にありがとうございました。
藤沢湘南台病院で身につけた技術や知識、出会った人達とのご縁を大切
にしながらこれからも医師として、日々 を過ごしていきたいと思っております。
　


